








ご 挨 拶  

 
 新型コロナがなかなか収まらず心落ち着かない日々でございます。この感染防止のため

には、現在、人と人との間があまり密にならないことが望ましいと言われていますが、は

たしてこのような幼児期を過ごした子どもが、望ましい人間に育つでしょうか。来年度に

幼稚園への入園をお考えになっておられるご家庭に取りまして、何を優先してお考えにな

るか、お悩みのことでしょう。 
    

 一般的に、入園案内書はいずれの園とも、自園の特色をできるかぎりオープンにしてい

ます。保護者の皆様が、どこの園にしようかなとお考えになっている場合、（また、真の幼

児教育は何かをお考えの場合）いろいろと役立つものであると考えます。当広野幼稚園も、

この冊子を、諸先生方が精力・実力を結集して作り上げていますので、どうか、できるだ

けご丁寧にお読みいただけると幸いです。 
 
 かく言う広野幼稚園の最大の特色は、何はともあれ、幼児教育の内容・質について熱心

なことです。次ページの教育方針７か条の第４項にも出ております“たとえ先生間に異動

があっても教育のレベルを下げない”という信念のもと、新卒者であっても、半年も経て

ば、どこに出ても恥ずかしくない一人前以上の実力者に育てるという実績を積み上げてい

ます。 
 
 この中で、広野幼稚園が他の幼稚園や保育園と違うところは、幸せなことに、広野の歴

史の中で先輩たちが積み上げ日本の幼児教育界の先端を走ってきた過去の業績が、市販の

出版物や研究書によって、残されていることにあろうかと思います。現役の先生方はこれ

らの数々の書物を読み、理解し、実践することにより、自分の血となり肉となり、それが

上質の教育となって子どもたちのもとに還元されていっているのでしょう。裏を返して言

えば、その昔、どなたかがおっしゃったように、 
 “やってみせ 言って聞かせて させてみて 褒めてやらねば 人は動かじ”をリーダーた

ちが根っこに持ち、幼児教育の王道を歩みつつ、その道をリードして行くという信念と実

力を持ち続けたいと念じています。 
 
 とは言え、“言うは易く行うは難し”の格言どおり、この道は安易な道ではありません。

しかしながら、私たち保育者と保護者の皆様及び在籍する子どもたちとが手を取り合って

楽しく気楽に歩んで行きたいと念じています。よろしくご決断ください。 
 

 令和４年９月吉日 園長 吉村 裕 



教育⽅針７か条
１.私たち広野幼稚園の全ての保育者は、日本の未来を担う子どもたちの育成のため、

成長のバックアップに全力を尽くします。

２.私たち広野幼稚園の全ての保育者は、現在、過去、未来の子どもたちから、言葉や
行動をとおして学び、保育者としての資質を高めます。

３.私たち広野幼稚園の全ての保育者は、園児、保護者、地域のために望ましい環境を
つくろうと努力します。

４.私たち広野幼稚園の全ての保育者は、たとえ保育者間に異動があっても保育レベル
の維持に最善を尽くします。

５.私たち広野幼稚園の全ての保育者は、現在の保育状況に満足せず、常に質の向上を

心がけます。

６.私たち広野幼稚園の全ての保育者は、園内の全ての人に報告、連絡、相談を行うこ
とでその風通しを良くします。

７.私たち広野幼稚園の全ての保育者は、一人ひとりが責任を持って職責を遂行し、保
護者の信頼を得られるよう努力します。

教育方針７か条は職員で、唱和しています。

教育⽬標
〜やればできるぞ♪〜

・ 精いっぱい 頑張る⼦
・ 応援できる 優しい⼦
・ ⽣きることを 楽しむ⼦

〜エイエイオー♪〜



遊びは遊び。学びは遊び。

～楽しさは学びのきっかけ。楽しいから始まる広野の教育活動～

満３歳児・年少児は日々の移り変わりに驚き「遊びながら」、年中児は「楽しみ

ながら」、年長児は「考え・少しは悩みを交えながら」さまざまな体験を積み重

ねて成長していきます。

1.安心・安全な教育・環境
子どもの健やかな成長を保障するためには、安心・安全な環境設定が欠かせま

せん。長年に渡るリスク・ハザードをなくすヒヤリ・ハット運動の実践、これを

元にした危険回避を促す施設整備など細やかな施策を講じています。

2.熟考を重ねたカリキュラムと担任による直接指導

永年の教育実践に基づくノウハウの蓄積と多分野の専門家によるアドバイス

によって作り上げられた独自のカリキュラム。子どもに分かりやすく的確にさま

ざまなことを伝える方法（ユニバーサル言語）が盛り込まれた教育法や、ベテラ

ンの先生たちが残したノウハウがフレッシュな先生に引き継がれるように工夫し、

子どもも保育者も、よりよく成長できるように考えた教育内容です。

この教育の質を保障する、熟考を重ねたカリキュラムに基づき、子ども一人ひ

とりの“今”の状態を一番理解している担任が、音楽・体育・造形などの指導領

域を外部講師のバックアップを得ながら直接指導することで、その心に寄り添い、

深くかかわることができると考えています。知的好奇心を刺激する、ゲーム性に

富み、楽しさを膨らませる独自教材開発もその一つです。

そのため、保育者は常に学ぶ姿勢を忘れずスキルアップに励み、子どものつぶ

やきを収集・分析し、その成果をカリキュラムに反映させ、毎年・毎月改善を加

えています。

3.小さな“やったね！”を積み重ねるマイクロステップ教育法
どの活動でも発達のステップを細かく考え、子どもの“やったね！”という成

功体験や、課題をクリアした喜び・達成感を得られるよう「マイクロステップ教

育法」を実践しています。“できた！”という自信が次の活動への意欲となり、

向上心が育ちます。保育者は子どもの挑戦する気持ちを応援し、子ども目線で個

別に対応します。

4.感受性を育む絵本とその読み聞かせ
子どもに間接的にさまざまな感情体験を与えてくれる絵本。より良い絵本と

触れ合えるように、おもしろさや内容を見極め、年齢別・月別にブックリストを

作成しています。本を見る・読む楽しさを伝え、見聞を広め、感受性豊かな子ど

もを育みます。

広野幼稚園９つの特⾊



5.聴く力を育み、美しさを奏でる音楽活動

音を楽しみリズムを感じて心と体を弾ませる基本とともに、じっくりと音色を聴き、

その美しさを理解することでバランスのとれた音楽の楽しさを伝えます。

毎日少しずつ続けるボイストレーニングで伸びやかな歌声になり、歌詞の意味を理

解して歌うことで国語力も育ちます。打楽器のほかに、鍵盤ハーモニカや木琴などの

有音程楽器などさまざまな楽器に触れ、美しい曲を奏でることで、自分たちのハーモ

ニーを生み出す喜びを伝えます。

６.発想力と柔軟な思考力を育む造形活動

“失敗はない”をモットーに、何度描いてもすぐに消える「黒板＋“水と筆”」で

初めての描画を楽しみます。さまざまな画材やユニークな手法を子どもに伝え、楽し

みながら色や形への興味を促します。視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚の五感で感じた

“心の声”を表現できるように、日常保育や行事では、多彩な体験をする機会を作っ

ています。

7.心と体のたくましさを育む体育活動

子どもの持つエネルギーを発散させ、体を動かす楽しさや協力する大切さを伝えま

す。基本的生活習慣の獲得を始めとする自分の身を自分で守る防衛体力や、しなやか

に身をこなせるコーディネーション能力の向上、サーキットや跳び箱といった活動を

通して、瞬発力や平衡感覚、敏捷性を養いつつ、体幹を鍛えます。またバルーンなど

の活動では集団の中での自分の役割を考え、リレーなどでは競争心や仲間を応援する

心が芽生えます。

8.自主性を育むセレクト式保育のノーチャイムデー

設定保育の集中した活動だけではなく、月２・３回セレクト式保育を行っていま

す。この日はチャイムが鳴らないので、子どもたちは自分のやりたい遊びをしている

クラスを選び、異年令交流も楽しんでいます。コロナが収まる日が待ち通しいです。

9.子育てを応援する預かり保育

毎日働く方も、急な用事の方にも、朝は７時４５分から夕方１８時３０分までご利

用いただける預かり保育を実施しています。夏休みなどの長期休暇も午前中は自由登

園、午後からは預かり保育がございますので、多くの方にご利用いただいています。






































